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過去最高 初の 70 億円超え!!
70億4千9百万円

（平成 28年度一般会計予算）
特別会計を含む総額１１０億 9千 4百万円

　3月 3日より 23日まで 3月会議が開催され、平成 28年度予算をはじめとし、議案 29件、陳情
2件、諮問 1件を審議し、可決しました。特に、28年度一般会計予算は合併以来の最高額となり、
初めて 70億円を超えています。これらの予算が有効に活かされる様に、予算審査特別委員会等に
於いて、審議を重ねた後、原案通り可決しました。

町税　521,675 千円　7.4%

分担金及び負担金、
使用料及び手数料、
財産収入等
749,605 千円
10.6%

地方消費税交付金、
地方消費税等
178,791 千円
2.5%

地方交付税
3,140,621 千円

44.6%

：自主財源

：依存財源

国県支出金
1,097,668 千円

15.6%

町債
1,361,000 千円

19.3%

歳入

一般会計歳入予算の内訳
　町の歳入は、町税等の様に町が自主的に収入できる「自主財源」と、国や県から歳入される「依
存財源」から成り立っています。下記のグラフ通り、本町の財源は、自主財源に乏しく、国や県か
らの交付金や補助金、借入金等の依存財源の割合が高くなっています。

可　決
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議会費　76,309 千円　1.1％　

総務費
1,053,819 千円

15.0%

民生費
1,667,669 千円

23.7%

公債費
986,252 千円
14.0％

災害復旧費、予備費
7,000 千円

0.1％

衛生費
537,485 千円　7.6％
農林水産業費
502,026 千円　7.1％

商工費
220,440 千円　3.1％

土木費　
942,533 千円
13.4％

消防費
552,986 千円
7.8％

教育費
502,841 千円
7.1％

歳出

● 町税の内訳
税　　目 平成 27 年度予算額 平成 28 年度予算額 比　較

町 民 税 165,563,000 162,533,000 － 3,030,000
固 定 資 産 税 279,431,000 286,654,000 7,214,000
軽 自 動 車 税 23,975,000 30,097,000 6,122,000
町 た ば こ 税 40,000,000 41,500,000 1,500,000
入 湯 税 900,000 900,000 0
税　合　計 509,869,000 521,675,000 11,806,000

● 町の借入金残高の状況
会 計 平成 24 年度末 平成 25 年度末 平成 26 年度末 平成 27 年度末 平成 28 年度末
一 般 会 計 8,672,949,000 8,587,446,000 8,589,904,000 9,218,916,000 9,701,911,000
特
別
会
計

簡易水道 1,288,262,000 1,171,849,000 1,199,185,000 1,380,781,000 1,532,516,000
診 療 所 8,273,000 7,943,000 7,243,000 100,783,000 116,615,000
下 水 道 325,508,000 99,243,000 285,505,000 280,815,000 262,893,000

合　　　計 10,294,992,000 9,866,481,000 10,081,837,000 10,981,295,000 11,613,935,000

ここが知りたい

一般会計歳出予算の内訳
　下記のグラフは、町の歳出予算を目的別に分類し比率を示したものです。福祉分野の経費である

「民生費」の比率が最も高くなっています。「総務費」や、借入金の返済に充てる「公債費」の割合
も高くなっています。

単位：円

単位：円
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３９, ７３５千円

３２１, ４４３千円

２４, ３３６千円

イメージ写真

　競技人口も増加し、世代を問わずコミュニ
ケーションを図ることのできるグラウンドゴ
ルフをはじめとし、多目的に活用できる健康
広場を平成 28 年度中に整備します。

　緊急情報などを確実に伝える情報伝達手段
として、防災行政無線のデジタル化を平成
27 年度より３か年計画で着手しております。

　観光案内・安全パトロール・清掃等により
公園内の維持管理に努めます。

【事業内容】
土地購入費・測量設計委託費

多目的健康広場整備事業

防災行政無線デジタル
設備整備事業

佐多岬再整備事業及び
公園管理事業

一般会計予算

ピック
アップ !!

平成 28 年度 予算
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１０, ０００千円

７１８, ４２５千円１４２, １０６千円
　佐多地区の簡易水道統合事業により浄水施
設の整備や各地区への配水管の改良を実施し
ます。
　平成３０年３月完成予定

　伊座敷・郡の診療所に、それぞれ常勤の医
師が１名ずつ、それにおぐら病院より整形外
科医の派遣による診療も加わり、また、緊急
時の肝属郡医師会立病院との連携も図りなが
ら、地域医療支援及び在宅医療支援等の充実
を図ります。

・チャレンジ補助金………………… 補助対象費の１０分の７、２０万円を上限として補助します。
　（１）福祉事業…………………… イベント等の運営費及び記念品等の購入費。
　（２）環境事業…………………… �美化・緑化活動で使用する作業用手袋やゴミ袋類、種苗、肥料プ

ランター及び用具等の購入費。
　（３）文化事業…………………… 講演会・音楽会等の講師謝金や会場借り上げ料や印刷製本費等。
　（４）レクリエーション事業…… 会場借り上げ料・備品購入費・賞品、記念品の購入費等。
　　　＊事業に於いて消費する食材等の経費及び、事業参加者の弁当や茶菓子は補助対象となります。

・地域活性化助成金………………… �下記の（１）・（２）の合計金額を、全ての自治会に対して、助成
します。

　（１）均等割……………………… 各自治会　１０，０００円
　（２）年齢構成割………………… ７０歳以上１人に対し　１，０００円

南大隅町簡易水道事業診療所事業

南大隅町自治会チャレンジ創生事業

特別会計予算
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て
い
ま
す
。
面
積
は
お
よ
そ
６
，

５
０
０
平
米
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

平
原 

熊
次 

委
員

　
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
西
原

台
等
へ
通
じ
る
林
道
３

路
線
で
災
害
が
発
生
し
通
行
止

め
が
続
い
て
い
る
が
、
今
後
の

見
通
し
を
伺
う
。

　
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
西
原

台
等
へ
通
じ
る
３
路
線

が
昨
年
の
豪
雨
に
よ
り
通
行
止

め
と
な
り
、
皆
様
に
は
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

す
で
に
３
か
所
と
も
、
工
事
に

着
工
し
て
お
り
、
災
害
規
模
の

大
き
い
１
カ
所
を
除
き
、
２
路

線
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
前

ま
で
に
は
、
通
行
可
能
な
状
態

に
な
る
と
計
画
し
て
お
り
ま

す
。

松
元 

勇
治 

委
員

　
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ

地
域
包
括
ケ
ア
事
業
の

事
業
内
容
と
委
託
先
を
伺
い
ま

す
。

　
こ
の
事
業
は
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
を
含
む
任

意
の
グ
ル
ー
プ
が
行
う
互
助
活

動
に
対
し
、
地
域
商
品
券
等
に

交
換
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
、
地
域
互
助
活
動
の
活
性
化

を
図
る
も
の
で
す
。

　

委
託
先
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
す
。

大
久
保 

孝
司 

委
員

　
多
目
的
健
康
広
場
整
備

事
業
に
お
け
る
事
業
内

容
を
伺
い
ま
す
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

は
じ
め
と
し
、
多
目
的

に
活
用
で
き
る
健
康
広
場
の
整

備
を
根
占
塩
入
地
区
で
計
画
し

平成 28 年度  予算特別委員会

　
平
成
28
年
度
予
算
は
、
予

算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
委
員
長
に
日
高 

孝
壽 

議
員
、 

副
委
員
長
に
井
之
上 

一
弘 

議
員
を
選
出
し
、
３
月 

３
日
か
ら
５
日
間
、
一
般
会

計
70
億
４
千
９
百
万
円
及

び
、
特
別
会
計
40
億
４
千 

５
百
万
円
の
８
会
計
を
審
査

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
全
て
の

予
算
が
、
町
民
の
為
に
、
活

か
さ
れ
る
様
に
提
言
や
要
望

等
を
含
め
、
活
発
な
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

空
き
家
等
環
境
整
備
事
業

元
気
度
ア
ッ
プ
包
括
事
業

林
道
災
害
復
旧
事
業

多
目
的
健
康
広
場
事
業

チェックします!

持
留 

秋
男 

委
員

　
空
き
家
等
環
境
整
備
事

業
に
お
け
る
事
業
内
容

を
伺
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

し
た
家
屋
内
に
あ
る
家

財
等
の
処
分
に
係
る
費
用
に
つ

い
て
、
５
万
円
を
上
限
と
し
助

成
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

Q

QQ

Q

A

AA

A

会計名 予算額 採決状況
一　般　会　計 7,049,360,000 全員賛成可決

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 1,617,279,000 同上
簡 易 水 道 718,425,000 同上
診 療 所 142,106,000 同上
介 護 保 険（ 保 険 ） 1,354,675,000 同上
介護保険（サービス） 15,165,000 同上
下 水 道 68,544,000 同上
後 期 高 齢 者 137,974,000 同上

平成 28年度各会計予算と採決状況

有効に活かせ !
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一目でわかる審議結果　２・３月会議

議案第 40 号 平成 27 年度南大隅町一般会計補正予算（第 11 号）について 可決
議案第 41 号 平成 27 年度南大隅町診療所事業特別会計補正予算（第 4 号）について 可決
議案第 42 号 平成 27 年度南大隅町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算（第 3 号）について 可決
議案第 43 号 南大隅町さたでいランドの指定管理者の指定について議決を求める件 可決
議案第 44 号 南大隅町大浜海浜公園の指定管理者の指定について議決を求める件 可決
議案第 45 号 南大隅町ねじめ温泉・ネッピー館の指定管理者の指定について議決を求める件 可決
議案第 46 号 南大隅町観光交流物産館の指定管理者の指定について議決を求める件 可決
議案第 47 号 南大隅町半潜水型水中展望船の指定管理者の指定について議決を求める件 可決
議案第 48 号 南大隅町半潜水型水中展望船待合所の指定管理者の指定について議決を求める件 可決
議案第 49 号 南大隅町漁船保全修理施設の指定管理者の指定について議決を求める件 可決
議案第 50 号 南大隅町老人福祉センターの指定管理者の指定について議決を求める件 可決
議案第 51 号 南大隅町高齢者支援センターの指定管理者の指定について議決を求める件 可決
議案第 52 号 請負契約（牛牧橋新設工事（3 工区））の締結について議決を求める件 可決
議案第 53 号 南大隅町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件 可決
議案第 54 号 南大隅町町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件 可決
議案第 55 号 南大隅町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定の件 可決
議案第 56 号 南大隅町立歯科診療所の指定管理者の指定について議決を求める件 可決
議案第 57 号 平成 27 年度南大隅町一般会計補正予算（第 12 号）について 可決
議案第 58 号 平成 27 年度南大隅町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 3 号）について 可決
議案第 59 号 平成 27 年度南大隅町簡易水道事業特別会計補正予算（第 2 号）について 可決
議案第 60 号 平成 27 年度南大隅町診療所事業特別会計補正予算（第 5 号）について 可決
議案第 61 号 平成 27 年度南大隅町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算（第 4 号）について 可決
議案第 62 号 平成 27 年度南大隅町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計補正予算（第 2 号）について 可決
議案第 63 号 平成 27 年度南大隅町下水道事業特別会計補正予算（第 4 号）について 可決
議案第 64 号 平成 27 年度南大隅町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 1 号）について 可決
議案第 65 号 南大隅町過疎地域自立促進計画の策定について議決を求める件 可決
議案第 66 号 南大隅町行政不服審査会条例制定の件 可決
議案第 67 号 南大隅町行政不服審査法の規定による提出資料等の写し等の交付に係る手数料に関する条例制定の件 可決
議案第 68 号 行政不服審査法の改正に伴う関連条例の整備等に関する条例制定の件 可決
議案第 69 号 南大隅町鹿児島県立南大隅高等学校生徒寮条例制定の件 可決
議案第 78 号 南大隅町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定の件 可決

議案第 79 号 南大隅町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定の件 可決

議案第 80 号 南大隅町辺地総合整備計画の変更について議決を求める件 可決
議案第 81 号 平成 27 年度南大隅町一般会計補正予算（第 13 号）について 可決
陳情第   ６号 軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防及びその危険性や予後の相談窓口などの設置を求める意見書（案） 可決
陳情第   ７号 精神障害者の交通運賃に関する意見書（案） 可決
諮問第   ２号 人権擁護委員の推薦について意見を求める件 推薦可決

○全会一致の議案
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掲載順 質問事項 質問議員

１
・人口減少対策について
・シルバー人材センター事業について
・町有施設整備について

浪　瀬　敦　郎

２
・農作物被害対応策について
・ふるさと納税について
・自転車の町 南大隅町の推進について

大久保　孝　司

３ ・高齢者福祉支援について
・大泊地域の整備計画について 松　元　勇　治

４ ・南大隅町過疎地域自立促進計画について 水　谷　俊　一

４名の議員が町長・教育長に

町政を問う!!
一般質問（３月会議）
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【
浪
瀬
】
自
衛
隊
基
地
の
誘
致
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
自
衛
隊
基
地
を
誘
致
す

る
事
は
、
人
口
減
少
対
策
に
と
っ

て
効
果
的
な
方
策
だ
と
考
え
ま

す
が
、
こ
れ
は
国
が
計
画
に
沿
っ

て
行
う
べ
き
事
項
で
あ
り
ま
す
。

本
町
と
し
ま
し
て
は
、
現
在
行

わ
れ
て
い
る
辺
塚
射
場
で
の
訓

練
期
間
の
延
長
を
要
望
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

【
浪
瀬
】
自
衛
隊
員
の
常
駐
化

に
よ
り
、
消
費
の
増
大
、
地
元

商
店
街
の
活
性
化
に
大
き
な
期

待
が
も
た
れ
ま
す
。
是
非
と
も
、

自
衛
隊
員
の
常
駐
化
を
要
望
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
浪
瀬
】
学
校
教
職
員
に
対
す
る

町
内
居
住
要
請
状
況
を
伺
い
ま

す
。

【
教
育
長
】
教
職
員
の
定
期
人
事

異
動
の
折
に
、
学
校
長
を
通
じ

て
、
町
内
居
住
を
す
る
よ
う
指

導
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
交
通
事
情
や
家
庭
状
況

等
に
よ
り
、
町
外
か
ら
通
勤
す

る
職
員
が
多
い
状
況
で
す
。

【
浪
瀬
】
教
職
員
の
町
内
居
住
の

状
況
を
伺
い
ま
す
。

【
教
育
長
】
県
費
負
担
の
教
職
員

が
町
内
に
は
54
名
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
そ
の
内
20
名
が
町

内
に
居
住
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

【
浪
瀬
】
町
外
居
住
の
中
に
錦
江

町
に
居
住
し
て
い
る
職
員
は
い

る
か
、
ま
た
、
そ
の
理
由
は
何

か
伺
い
ま
す
。

【
教
育
長
】
錦
江
町
に
も
３
名

ほ
ど
居
住
し
て
い
ま
す
。
理
由

と
し
ま
し
て
は
、
共
働
き
な
ど
、

浪瀬敦郎  議員

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
問
う

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に

つ
い
て
問
う

家
庭
の
事
情
に
よ
り
、
錦
江
町

に
居
住
し
て
い
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

【
浪
瀬
】
教
職
員
が
全
て
町
内
に

居
住
し
た
と
仮
定
す
る
と
、
ど

れ
く
ら
い
の
税
収
が
見
込
め
る

か
、
伺
い
ま
す
。

【
税
務
課
長
】
平
成
26
年
度
分
の

【
浪
瀬
】
受
託
作
業
に
お
け
る
、

農
作
業
時
間
単
価
の
実
態
に
つ

い
て
、
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
農
作
業
就
業
時

の
時
間
単
価
は
作
業
に
合
わ
せ

て
、
７
０
０
円
か
ら
１
，
０
３
０

円
の
範
囲
で
設
定
し
て
い
ま
す
。

【
浪
瀬
】
農
作
業
に
行
か
れ
た
方

の
１
日
当
た
り
の
賃
金
に
町
が

上
乗
せ
分
を
助
成
す
る
考
え
は

な
い
か
、
伺
い
ま
す
。

【
介
護
福
祉
課
長
】
発
注
側
と
受

託
す
る
側
、
総
合
的
に
考
え
な

が
ら
、
今
後
、
協
議
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
浪
瀬
】
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
さ
ん
が
、
喜
ん
で

頂
け
る
様
な
体
制
を
、
作
っ
て

頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
浪
瀬
】
旧
根
占
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
及
び
諏
訪
公
園
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】
旧
根
占
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

町
内
居
住
の
教
職
員
の
町
民
税

の
平
均
値
を
参
考
に
考
え
れ
ば
、

総
額
７
百
９
９
万
円
が
増
額
と

し
て
見
込
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

【
浪
瀬
】
非
常
に
も
っ
た
い
な
い

気
が
し
ま
す
。
是
非
、
町
内
居

住
１
０
０
％
を
目
指
し
て
、
努

力
し
て
頂
き
た
い
。

は
、
災
害
時
に
対
応
す
る
為
の

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
し
て
活
用

し
て
い
き
ま
す
。
諏
訪
運
動
公

園
は
、
南
大
隅
高
校
の
生
徒
寮

整
備
と
住
宅
整
備
計
画
を
含
め
、

町
の
将
来
的
な
展
望
を
見
据
え

た
計
画
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
浪
瀬
】
今
、利
用
し
て
い
る
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
だ
け
で
も
整
備
し

て
頂
き
た
い
、
ト
イ
レ
の
整
備

は
ど
の
様
に
考
え
る
か
伺
い
ま

す
。

【
総
務
課
長
】
弓
道
場
の
ト
イ
レ

を
利
用
で
き
る
様
に
す
る
考
え

で
す
。

町
有
施
設
整
備

に
つ
い
て
問
う
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バレイショの被害状況

【
大
久
保
】
積
雪
、
低
温
被
害

に
よ
り
生
じ
た
28
年
産
の
野

菜
、
果
樹
の
販
売
額
と
前
年
比

の
減
少
額
を
ど
の
様
に
推
計
さ

れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
本
町
に
於
け
る
積

雪
、
低
温
被
害
に
よ
る
被
害
額

は
、
バ
レ
イ
シ
ョ
が
３
億
１
千 

２
百
万
円
、
キ
ヌ
サ
ヤ
エ
ン
ド

ウ
２
千
万
円
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン

ド
ウ
９
千
８
百
万
、
つ
わ
ぶ
き

１
千
４
百
万
円
で
、
野
菜
の
総

被
害
額
は
４
億
４
千
４
百
万
円

で
す
。
果
樹
類
で
は
、
た
ん
か

ん
５
百
万
円
、
び
わ
１
百
万
円

で
果
樹
の
総
被
害
額
は
６
百
万

円
で
、
野
菜
、
果
樹
合
せ
て
約

４
億
５
千
万
円
と
推
計
し
て
お

り
ま
す
。

【
大
久
保
】
バ
レ
イ
シ
ョ
は
こ

の
被
害
に
よ
り
出
荷
量
を
１
千 

５
百
３
３
ｔ
に
下
方
修
正
さ
れ

ま
し
た
。
３
月
15
日
現
在
の
出

荷
量
は
錦
江
町
も
含
め
わ
ず
か

１
８
４
ｔ
で
12
％
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
様
な
状
況
は
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
か
伺
い
ま
す
。

【
経
済
課
長
】
当
初
目
標
３
千 

５
百
２
８
ｔ
か
ら
１
千
５
百 

３
３
ｔ
に
下
方
修
正
し
、
３
月

１
７
日
現
在
１
８
４
ｔ
の
出
荷

で
、
進
捗
率
12
％
で
あ
る
と
確

認
し
て
い
ま
す
。

【
大
久
保
】
今
回
の
様
に
、
農

作
物
の
被
害
が
発
生
し
た
場

合
、
迅
速
に
そ
の
被
害
額
を
推

計
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
お
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

【
経
済
課
長
】
過
去
の
デ
ー
タ
を

判
断
の
指
標
と
す
る
シ
ス
テ
ム

が
作
れ
れ
ば
被
害
額
の
推
計
も

や
り
や
す
く
な
る
と
考
え
ま
す

の
で
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

大久保孝司  議員

農
作
物
被
害
対
応
策
に
つ
い
て
問
う

と
考
え
ま
す
。

【
大
久
保
】
つ
わ
ぶ
き
の
被
害

調
査
は
き
ち
ん
と
行
っ
た
の
か

伺
い
ま
す
。

【
経
済
課
長
】
前
回
の
報
告
で
は

つ
わ
ぶ
き
、
た
ん
か
ん
は
入
っ

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
被
害

報
告
を
受
け
、
全
栽
培
地
を
確

認
し
て
お
り
ま
す
。

【
大
久
保
】
国
・
県
の
被
害
調

査
に
よ
る
支
援
策
は
ど
の
様
に

示
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
国
の
支
援
策
は
、
被
害

作
物
の
撤
去
費
用
と
し
て
１
万

円
か
ら
１
万
１
千
円
の
定
額
給

付
。
加
え
て
、「
雪
害
対
応
産
地

再
生
緊
急
支
援
事
業
」
と
「
産

地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
で
対

応
す
る
と
さ
れ
、
県
は
、「
園
芸

産
地
再
生
産
支
援
事
業
」
で
ほ

ぼ
国
と
同
様
の
支
援
策
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
大
久
保
】
町
へ
の
個
別
の
支

援
額
は
示
さ
れ
て
い
な
い
か
、

伺
い
ま
す
。

【
経
済
課
長
】
町
へ
の
個
別
な
支

援
額
は
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

【
大
久
保
】
国
の
支
援
額
が
決

定
し
た
際
の
支
援
は
、
農
家
ご

と
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
か
伺
い
ま
す
。

【
経
済
課
長
】
そ
れ
ぞ
れ
の
被
災

農
家
に
配
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

【
大
久
保
】
町
と
し
て
の
支
援

策
を
講
じ
ら
れ
る
考
え
は
な
い

か
。
ま
た
、
次
年
度
作
付
に
係

る
補
助
策
は
考
え
ら
れ
な
い
か

伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
被
害
額
及
び
国
・
県
支

援
金
の
確
定
に
よ
る
被
災
農
家

の
負
担
額
を
見
極
め
て
、
独
自

の
支
援
を
検
討
す
る
事
と
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
被
災
農
家
が

Ｊ
Ａ
き
も
つ
き
か
ら
資
金
融
資

を
受
け
た
場
合
、
そ
の
利
子
分

を
全
額
助
成
す
る
事
に
し
て
お

り
ま
す
。

【
大
久
保
】
国
や
県
の
前
に
、

ま
ず
、
町
が
動
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、
産
業

振
興
基
金
を
設
け
、
そ
の
基
金

を
利
用
し
た
支
援
策
を
行
う
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
農
家
が
営
農
意
欲
を

失
わ
な
い
様
に
万
全
な
支
援
を

検
討
し
て
お
り
ま
す
。

【
大
久
保
】
町
の
支
援
が
な
い

と
、
作
付
面
積
が
減
少
し
、
農

協
が
進
め
る
、
１
日
１
０
０
ｔ

の
処
理
能
力
の
あ
る
選
果
場
も

必
要
な
く
な
り
ま
す
が
、
ど
の

様
に
考
え
る
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
営
農
意
欲
を
失
わ
な
い

様
な
支
援
策
を
実
施
し
、
今
後
、

町
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
い

う
事
を
、
前
面
に
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
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【
大
久
保
】
次
期
の
作
付
を
補
助

す
る
考
え
は
な
い
か
、
伺
い
ま

す
。

【
町
長
】
そ
う
い
う
考
え
は
あ
り

ま
す
。

【
大
久
保
】
農
家
が
次
期
作
付
を

し
な
い
と
考
え
る
前
に
、
い
ち

【
大
久
保
】
民
間
事
業
者
と
の
連

携
に
よ
る
返
礼
品
の
ポ
イ
ン
ト

制
に
本
町
農
産
物
収
穫
体
験
を

導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
、
併

せ
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事

業
は
ふ
る
さ
と
お
こ
し
基
金
を

充
当
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か

伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
ふ
る
さ
と
納
税
を
取

り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い
く

中
で
、
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、

加
工
品
や
農
産
物
な
ど
特
産
品

を
主
に
、
体
験
ツ
ア
ー
型
の
商

品
を
含
め
返
礼
品
リ
ス
ト
を
作

成
し
４
月
１
日
ス
タ
ー
ト
を
目

指
し
準
備
中
で
す
。

　

ま
た
、
返
礼
品
に
係
る
費
用

は
、
ふ
る
さ
と
お
こ
し
基
金
を

早
く
実
施
す
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
経
済
課
も
農
家
の
聞
き

取
り
調
査
を
実
施
し
て
い
る
状

況
で
す
。
そ
の
結
果
に
即
し
た

事
業
を
実
施
し
て
い
こ
う
と
考

え
ま
す
。

充
当
し
て
、
平
成
28
年
度
当
初

予
算
に
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

【
大
久
保
】
納
税
で
得
た
財
源
は

ど
の
様
に
活
用
さ
れ
る
考
え
か
、

伺
い
ま
す
。

【
企
画
観
光
課
長
】
収
納
し
た
寄

付
金
は
、
基
本
的
に
ふ
る
さ
と

お
こ
し
基
金
と
し
て
積
み
立
て

ま
す
。
そ
の
後
、
返
礼
品
に
係

る
費
用
や
決
め
ら
れ
た
寄
付
金

の
使
途
に
沿
っ
て
、
活
用
す
る

考
え
で
す
。

【
大
久
保
】
町
長
は
、
目
標
額

を
５
０
０
万
円
と
言
わ
れ
た
が
、

大
崎
町
は
20
億
円
、
鹿
屋
市
は

７
億
円
、
志
布
志
市
は
６
億
円

く
ら
い
で
す
か
、
そ
の
目
標
額

な
ら
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
使
う

必
要
は
無
い
と
考
え
る
が
、
町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
わ
れ
わ
れ
は
、
返
礼
品

の
中
身
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
非
常

に
心
配
し
て
お
り
ま
す
。
品
薄

に
な
っ
た
り
、品
物
を
受
け
取
っ

て
み
て
か
え
っ
て
、
南
大
隅
町

の
評
判
が
悪
く
な
る
よ
う
で
は

ま
ず
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
検

討
し
た
結
果
の
目
標
額
で
す
。

今
後
、
大
き
く
な
っ
た
に
越
し

た
こ
と
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

【
大
久
保
】
ふ
る
さ
と
納
税
を
利

用
し
て
、
移
住
・
定
住
や
新
規

就
農
者
研
修
制
度
等
の
推
進
へ

と
繋
げ
る
事
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

【
企
画
観
光
課
長
】
返
礼
品
の
中

に
、
町
内
観
光
や
、
移
住
・
定

住
を
含
め
た
商
品
も
作
っ
て
い

こ
う
と
考
え
ま
す
。

【
大
久
保
】
町
長
は
先
日
、
県
人

会
に
参
加
さ
れ
た
と
の
事
で
す

が
、
そ
こ
で
、
新
し
い
ふ
る
さ

と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
を
行
わ
れ
た
か
、

伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
県
人
会
に
南
大
隅
会
の

方
々
も
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た

の
で
、
案
内
申
し
上
げ
て
き
ま

し
た
。

【
大
久
保
】
自
転
車
の
ま
ち
南

大
隅
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
為
、ス
ポ
ー

ツ
ス
タ
イ
ル
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

配
布
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い

ま
す
。

【
教
育
長
】
自
転
車
に
乗
る
時
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
は
、
小
学
生

も
含
め
、
是
非
と
も
進
め
て
行

く
べ
き
課
題
だ
と
考
え
て
お
り
、

配
布
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
県
を

参
考
に
、
今
後
の
方
向
性
を
見

極
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
町
長
】
非
常
に
良
い
ア
イ
デ
ィ

ア
だ
と
思
い
ま
す
。
教
育
部
局

の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
大
久
保
】
今
後
の
国
体
開
催

時
等
、
自
転
車
の
ま
ち
南
大
隅

町
を
県
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
と
考
え
る
が
、
再
度
、
教
育

【
大
久
保
】
出
張
の
際
は
、
新
し

い
ふ
る
さ
と
納
税
を
是
非
と
も

Ｐ
Ｒ
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

【
教
育
長
】
自
転
車
の
町
の
ア

ピ
ー
ル
に
な
る
よ
う
に
、
十
分

検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
大
久
保
】
既
存
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

よ
り
安
価
で
軽
量
で
デ
ザ
イ
ン

性
に
優
れ
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
配

布
し
、
着
帽
を
義
務
付
け
、
子

供
達
を
交
通
事
故
か
ら
守
っ
て

頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
問
う

自
転
車
の
ま
ち
　
南
大
隅
町
の

推
進
に
つ
い
て
問
う
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【
松
元
】「
多
世
代
、
多
機
能
型

の
支
援
拠
点
事
業
」
の
取
組
内

容
を
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
年
齢
や
障
害
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
誰
も
が
気
軽
に
集

い
、
必
要
な
支
援
を
受
け
る
事

が
出
来
る
と
共
に
、
住
民
自
ら

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
福
祉
拠
点
施
設
を
整
備

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

【
松
元
】
こ
の
事
業
計
画
に
建

物
、
土
地
の
購
入
も
含
ま
れ
て

い
る
か
伺
い
ま
す
。

【
介
護
福
祉
課
長
】
昨
年
５
月

に
社
会
福
祉
法
人
栄
光
会
よ
り

提
出
さ
れ
た
実
施
要
綱
で
は
、

借
地
・
借
家
の
予
定
で
し
た
。

そ
の
後
、
当
法
人
が
取
得
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

【
松
元
】「
い
っ
で
ん
、
だ
い
で

ん
、
来
や
ん
家
」
の
事
業
は
、

社
会
福
祉
法
人
が
申
請
さ
れ
た

も
の
か
、
伺
い
ま
す
。

【
介
護
福
祉
課
長
】
県
か
ら
の

事
業
案
内
が
来
た
時
、
栄
光
会

か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま

し
た
。
内
容
を
お
聞
き
し
、
町

が
申
請
し
た
事
業
で
あ
り
ま

す
。

【
松
元
】「
い
き
が
い
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」
と
多
世
代
、
多
機
能
型

支
援
事
業
と
の
利
用
者
の
取
合

い
に
な
る
事
は
考
え
ら
れ
な
い

か
伺
い
ま
す
。

【
介
護
福
祉
課
長
】
い
き
が
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ
よ
う
に

委
託
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
報
道
で
も
あ
り
ま
し
た
様

に
、
年
齢
問
わ
ず
誰
で
も
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
。

松元勇治  議員

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
問
う

【
松
元
】
無
料
と
い
っ
て
も
町

は
委
託
料
を
支
払
う
わ
け
で
す

か
ら
、
県
の
補
助
が
終
わ
っ
た

後
は
負
担
に
な
る
部
分
も
あ
る

の
で
は
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

サ
ー
ビ
ス
の
地
域
格
差
を
な
く

す
為
に
は
佐
多
地
区
で
も
同
じ

よ
う
な
事
業
展
開
が
必
要
と
考

え
る
が
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

【
町
長
】
今
回
の
根
占
地
区
で

の
事
業
が
、
良
い
結
果
を
生
む

よ
う
で
あ
れ
ば
、
佐
多
地
区
に

つ
い
て
も
今
後
、
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

【
松
元
】
あ
ま
り
無
理
を
し
な

い
と
い
う
町
長
の
考
え
は
良
く

わ
か
り
ま
し
た
。
私
も
無
理
は

し
な
い
方
が
良
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
施
設
は
、
保
育
園
の

職
員
が
多
い
の
で
カ
バ
ー
で
き

る
と
い
う
話
も
聞
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
は
ど
こ

に
で
も
あ
る
話
で
は
な
い
の
で

別
な
形
の
福
祉
の
在
り
方
を
検

討
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。

【
松
元
】
農
協
、
商
工
会
（
小

売
店
）
と
町
と
の
連
携
に
よ
る

生
活
支
援
な
ど
を
進
め
る
、
多

機
能
型
交
流
拠
点
施
設
を
整
備

す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま

す
。

【
町
長
】
昨
年
８
月
よ
り
鹿
児

島
国
際
大
学
と
協
働
で
「
買
い

物
支
援
対
策
」
を
調
査
し
、
現

在
、
佐
多
地
区
に
於
い
て
実
証

し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
を
踏

ま
え
、
地
域
に
あ
っ
た
、
地
域

に
求
め
ら
れ
る
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
た
い
と

考
え
ま
す
。

【
松
元
】
バ
ス
を
待
つ
間
、
店

舗
の
中
に
、
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
談
話
が
出
来
る
様
な
パ
ブ

リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、

商
業
と
福
祉
を
繋
げ
た
複
合
的

な
サ
ー
ビ
ス
が
出
来
た
ら
良
い

と
思
う
が
、
ど
の
様
に
考
え
る

か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
地
域
の
小
売
店
が
注

文
聞
き
に
行
く
こ
と
が
見
守
り

に
繋
が
り
、
待
合
所
が
サ
ロ
ン

に
な
る
と
考
え
る
と
、
商
工
会

と
の
連
携
は
で
き
そ
う
で
す
。

今
後
、
検
討
し
て
行
き
ま
す
。

【
松
元
】
実
際
、
私
が
話
し
た

お
店
が
、
鹿
屋
市
の
高
須
に
は

あ
り
ま
す
。

　

多
世
代
、
多
機
能
型
の
支
援

拠
点
と
い
う
も
の
は
、
お
金
を

か
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

店
舗
の
一
角
に
イ
ス
と
テ
ー
ブ

ル
を
置
く
だ
け
で
も
出
来
る

し
、
公
民
館
を
開
放
す
る
だ
け

で
も
出
来
る
も
の
だ
と
、
私
は

考
え
ま
す
。
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【
松
元
】
整
備
計
画
を
策
定
す

る
上
で
、
ど
の
様
な
こ
と
に
重

点
を
置
か
れ
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

【
町
長
】「
佐
多
岬
を
核
と
し
た

観
光
の
魅
力
づ
く
り
」
に
重
点

を
置
き
な
が
ら
佐
多
岬
の
入
り

口
・
拠
点
と
し
て
の
大
泊
地
区

の
整
備
基
本
計
画
を
策
定
す
る

事
に
し
て
い
ま
す
。

【
松
元
】
整
備
基
本
計
画
を
策

定
す
る
上
で
、
地
域
住
民
の
意

見
を
求
め
ら
れ
た
か
、
伺
い
ま

す
。

【
企
画
観
光
課
長
】
昨
年
、
大

泊
地
区
の
方
々
に
お
集
ま
り
頂

き
、
様
々
な
意
見
を
伺
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
意
見
も
参
考
に

し
な
が
ら
計
画
を
策
定
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

【
松
元
】
大
泊
地
区
は
、
非
常

に
可
能
性
を
持
っ
た
地
域
だ

と
、
私
は
思
い
ま
す
。
具
体
的

に
ど
の
様
な
整
備
計
画
を
考
え

る
と
考
え
る
が
、
実
現
に
あ

た
っ
て
は
、
様
々
な
課
題
を
ク

リ
ア
出
来
る
様
、
大
泊
地
域
の

整
備
基
本
計
画
に
お
い
て
十
分

に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

【
松
元
】
町
長
は
観
光
に
よ
る

経
済
効
果
を
期
待
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
佐
多
岬
付
近

に
は
、
食
事
を
す
る
処
も
な
い

し
、
観
光
バ
ス
に
対
応
出
来
る

施
設
も
な
い
と
い
う
話
を
良
く

聞
き
ま
す
。
私
は
旧
大
泊
小
学

校
の
跡
地
は
非
常
に
魅
力
的
な

所
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
に
、

商
業
施
設
を
作
り
、
若
者
を
呼

び
込
み
シ
ー
ズ
ン
中
だ
け
の
ロ

ン
グ
ス
テ
イ
で
も
良
い
と
思
う

の
で
す
が
、
新
た
な
事
業
が
出

来
な
い
も
の
か
、
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
施
設
に
関
し
て
は
、

冬
場
の
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
を
ど
う

や
っ
て
乗
り
切
っ
て
行
く
か
と

い
う
事
も
課
題
の
一
つ
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
本
町
に
若
者

を
呼
び
込
む
事
や
、
シ
ー
ズ
ン

中
の
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
と
い
う
形

で
も
移
住
し
て
頂
く
よ
う
な
事

も
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

【
松
元
】
大
泊
野
営
キ
ャ
ン
プ

場
に
管
理
人
を
配
置
で
き
な
い

か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
大
泊
キ
ャ
ン
プ
場
に

管
理
人
を
配
置
し
よ
う
と
す
る

場
合
は
、
そ
の
管
理
費
捻
出
の

為
に
利
用
料
金
の
徴
収
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

利
用
料
金
の
設
定
の
他
、
配
置

す
る
時
期
や
勤
務
時
間
や
そ
の

人
数
等
検
討
が
必
要
に
な
る
と

考
え
ま
す
。
今
後
、
佐
多
岬
整

備
が
進
む
事
で
、
大
泊
キ
ャ
ン

プ
場
の
利
用
者
も
増
加
す
る
事

が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
管
理
人

の
配
置
に
つ
い
て
は
、
町
内
他

の
キ
ャ
ン
プ
場
と
併
せ
て
、
長

期
的
な
課
題
と
し
て
取
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

【
松
元
】
大
泊
野
営
キ
ャ
ン
プ

場
は
県
立
で
す
。
薩
摩
半
島
側

の
キ
ャ
ン
プ
場
の
殆
ど
が
利
用

料
金
を
取
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
時
間
帯
で
管
理
者
が
い
て
管

理
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
頂
き
た

い
。
最
後
に
、「
地
域
の
人
々

が
来
訪
者
と
交
流
す
る
事
に
よ

り
、
お
互
い
に
刺
激
し
あ
い
、

新
し
い
文
化
が
生
ま
れ
、
そ
れ

が
、
新
し
い
魅
力
と
な
り
、
誇

り
と
な
り
、
経
済
活
動
も
活
性

化
す
る
。
そ
の
様
に
地
域
の

人
々
が
輝
き
、
地
域
に
活
力
が

生
ま
れ
る
事
が
、
観
光
地
域
づ

く
り
の
最
終
ゴ
ー
ル
で
あ
る
」

と
、
第
２
次
総
合
振
興
計
画
の

の
中
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
大

泊
地
区
整
備
基
本
計
画
策
定
に

は
こ
の
事
を
肝
に
銘
じ
て
作
成

し
て
頂
き
た
い
。

て
い
る
か
、
伺
い
ま
す
。

【
企
画
観
光
課
長
】
整
備
基
本

計
画
は
鹿
児
島
市
の
設
計
コ
ン

サ
ル
に
委
託
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
様
々
な
事
が
検
討
さ
れ

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

【
松
元
】
観
光
費
の
委
託
料
が

３
千
１
百
２
７
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ソ
フ
ト
事
業
の
委
託

料
が
多
す
ぎ
る
と
思
う
が
、
必

要
な
も
の
か
伺
い
ま
す
。

【
企
画
観
光
課
長
】「
佐
多
岬
観

光
ア
カ
デ
ミ
ー
」
や
「
体
験
型

ツ
ア
ー
の
造
成
」「
大
泊
地
区

の
整
備
基
本
計
画
」
等
、
必
要

な
事
業
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

【
松
元
】
旧
大
泊
小
学
校
跡
地

を
駐
車
場
、
商
業
施
設
（
売
店
・

商
業
施
設
な
ど
）
に
改
修
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
商
業
施
設
の
建
設
は
、

今
後
の
佐
多
岬
観
光
に
と
っ
て

非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

大
泊
地
区
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
問
う
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【
水
谷
】「
や
っ
て
き
た
施
策
の

方
向
性
は
、
概
ね
、
間
違
え
て

い
な
い
。」
と
い
う
答
弁
で
し

た
。
で
は
、
具
体
的
な
話
を
し

ま
す
が
、
就
任
当
初
か
ら
定
住

促
進
住
宅
取
得
資
金
補
助
事
業

に
取
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
よ
り
現
在
ま
で
に
、

こ
の
事
業
を
利
用
し
て
、
住
宅

を
取
得
さ
れ
た
方
々
の
、
町
内
、

町
外
別
の
実
績
を
伺
い
ま
す
。

【
企
画
観
光
課
長
】
平
成
22
年

度
よ
り
平
成
27
年
度
ま
で
の
利

用
者
は
町
内
の
方
が
１
１
７

名
、
町
外
の
方
が
34
名
、
合
計

１
５
１
名
の
方
が
利
用
さ
れ
、

こ
れ
に
係
る
補
助
金
の
合
計
が

２
千
９
百
４
万
８
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
水
谷
】
34
組
の
方
が
、
移
住

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
、
10
年
後
も
同

じ
結
果
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
後
の
人
口
動
向
を

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
、
伺

い
ま
す
。
併
せ
て
、「
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
掛
け
る
」
為
の

今
後
の
対
策
を
伺
い
ま
す
。

の
産
業
構
造
に
問
題
が
あ
り
、

こ
れ
を
作
り
上
げ
る
事
が
我
々

の
使
命
だ
と
考
え
ま
す
。

【
水
谷
】
就
任
当
初
よ
り
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
る
事

を
最
も
重
要
な
課
題
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
に
対
す
る
町
長
の
評
価
を
伺

い
ま
す
。

【
町
長
】
こ
れ
ま
で
、
社
会
減

対
策
と
し
て
は
、
移
住
定
住
促

進
や
、
産
業
育
成
の
た
め
の
施

策
を
、
自
然
減
対
策
と
し
て

は
、
福
祉
や
衛
生
の
分
野
に
お

け
る
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
施
策
の
方
向

性
は
間
違
っ
て
は
い
な
い
と
考

え
て
お
り
、
町
民
の
皆
様
の
声

か
ら
も
、
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
既
存
事
業
の
課
題
や

方
向
性
を
見
据
え
、
事
業
の
変

更
を
行
い
な
が
ら
「
永
住
の
地

と
し
て
選
ば
れ
る
町
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
水
谷
】
平
成
28
年
３
月
１
日

現
在
の
人
口
と
、
平
成
17
年
度

か
ら
の
推
移
を
伺
い
ま
す
。
併

せ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対

す
る
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

【
町
長
】
３
月
１
日
現
在
の
人

口
は
、
７
千
９
百
７
２
人
で
す
。

　

平
成
17
年
合
併
当
初
の
人
口

は
１
万
４
百
３
２
人
で
、
こ
の

10
年
の
間
に
、
２
千
４
百
６
０

人
、
23
・
６
％
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
年
齢
構
成
は
、
14
歳
ま

で
の
年
少
人
口
が
３
８
７
人
減

少
し
て
７
１
２
人
、
15
～
64

歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
は
、

１
千
４
百
８
６
人
減
少
し
て

３
千
６
百
３
４
人
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
人
口
が
５
８
７
人
減

少
し
て
３
千
６
百
２
６
人
で
平

均
年
齢
は
57
・
３
歳
で
高
齢
化

率
は
45
・
４
８
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
様
な
状
況
下
具
体

的
な
産
業
振
興
と
人
口
増
対
策

に
係
る
事
業
取
組
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

【
水
谷
】
生
産
年
齢
人
口
が
こ

の
10
年
間
で
、
１
千
４
百
８
６

人
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
数

字
を
見
る
と
本
町
の
産
業
が
減

速
し
て
い
る
の
も
納
得
で
き
ま

す
。
私
は
、
高
齢
化
率
が
高
い

事
よ
り
生
産
年
齢
人
口
が
減
少

し
て
い
る
事
に
大
き
な
危
機
感

を
感
じ
ま
す
が
、
町
長
は
、
在

任
７
年
間
に
お
け
る
人
口
の
減

少
に
対
し
て
ど
の
様
な
感
想
を

お
持
ち
か
、
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】「
人
口
の
減
少
率
、
県

下
一
」
や
今
回
の
国
勢
調
査
の

速
報
値
を
見
た
と
き
は
、
非
常

に
残
念
で
し
た
。
人
口
減
少
の

要
因
に
は
自
然
減
と
流
失
に
よ

る
減
が
あ
り
ま
す
。
生
産
年
齢

人
口
は
流
出
に
よ
る
減
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
町

水谷俊一  議員

南
大
隅
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て
問
う

【
町
長
】
地
域
別
将
来
推
計
人

口
に
よ
る
と
、
本
町
の
人
口
は
、 

10
年
後
は
、
６
千
１
百
１
０
人

に
、
20
年
後
は
、
４
千
７
百 

４
５
人
に
な
る
事
が
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
面
、
10
年
後
の

人
口
目
標
は
、
７
千
人
を
維
持

す
る
事
と
し
て
、
起
業
、
創
業

支
援
等
の
活
力
あ
る
産
業
と
、

交
流
の
町
づ
く
り
。
子
育
て
支

援
や
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
思

い
や
り
の
あ
る
健
康
、
医
療
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
。
学
校
教

育
の
充
実
、
歴
史
文
化
の
振
興

な
ど
誇
り
の
持
て
る
町
づ
く

り
。
道
路
交
通
基
盤
の
整
備
や

消
防
防
災
体
制
の
充
実
等
自
然

環
境
と
共
生
す
る
安
全
な
町
づ

く
り
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

充
実
や
広
域
連
携
の
推
進
等
、

効
率
的
な
行
財
政
と
町
民
と
の

共
働
に
よ
る
町
づ
く
り
に
取
組

ん
で
い
き
ま
す
。

【
水
谷
】
今
後
、
過
疎
対
策
を

推
進
し
て
行
く
上
に
於
い
て
、

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
何
だ
と
考
え

ま
す
か
、
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
だ

と
私
は
考
え
ま
す
。
今
後
、
こ

う
い
っ
た
人
材
の
育
成
に
も
力
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を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

【
水
谷
】
私
が
考
え
る
過
疎
対

策
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
「
人
づ

く
り
」
で
す
。
町
を
過
疎
か
ら

救
え
る
の
は
、
お
金
で
は
な
く
、

「
人
」
な
の
で
す
。
人
材
の
活

用
な
し
に
過
疎
対
策
や
、
地
域

振
興
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
そ
の

為
に
は
、
人
に
投
資
す
る
事

を
惜
し
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

少
々
、
リ
ス
ク
が
あ
ろ
う
と
人

材
育
成
の
努
力
を
惜
し
ん
で
は

い
け
な
い
の
で
す
。
企
業
の
育

成
で
は
な
く
「
人
材
の
育
成
」、

企
業
誘
致
で
は
な
く
「
人
材
の

誘
致
」
を
第
一
に
考
え
る
べ
き

で
す
。

【
水
谷
】
今
回
、
平
成
28
年
度

か
ら
32
年
度
ま
で
の
「
南
大
隅

町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計

画
に
対
す
る
町
長
の
評
価
を
伺

い
ま
す
。

【
町
長
】
こ
の
計
画
の
基
礎
と

な
り
ま
す
第
２
次
総
合
振
興
計

画
の
策
定
に
あ
た
り
、
有
識
者

か
ら
な
る
審
議
委
員
会
、
策
定

委
員
会
、
策
定
部
会
お
い
て
審

議
さ
れ
た
も
の
を
、
こ
の
南
大

隅
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

に
具
体
的
な
取
組
と
し
て
策
定

し
て
お
り
、
よ
り
効
率
的
な
町

政
推
進
の
指
針
と
し
て
評
価
で

き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

【
水
谷
】
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
は
、
職
員
全
て
が
過
疎
に

対
し
、
人
口
減
少
に
対
し
て
の

危
機
感
を
共
有
し
本
気
で
取
組

む
べ
き
も
の
だ
と
私
は
、
考
え

ま
す
。
今
回
の
計
画
に
は
全
く

本
気
度
が
読
み
取
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

【
水
谷
】
平
成
28
年
度
は
「
個

性
豊
か
な
自
治
会
創
生
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、
新

た
な
施
策
を
推
進
す
る
と
施
政

方
針
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

今
後
５
年
間
、
ど
の
様
な
対
策

を
講
じ
て
い
く
考
え
か
伺
い
ま

す
。

【
町
長
】「
南
大
隅
町
自
治
会

チ
ャ
レ
ン
ジ
創
生
事
業
」
は
、

真
に
自
治
会
が
必
要
と
し
て
い

る
制
度
へ
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
自
治
会
活
動
の
支

援
を
目
的
に
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
の
自
治
会
支
援
相
談
員
を

配
置
し
て
、
自
治
会
長
の
高
齢

化
に
よ
る
実
務
の
煩
わ
し
さ
の

解
消
や
迅
速
な
単
位
自
治
会
の

活
動
支
援
の
為
、
電
話
で
相
談

で
き
る
体
制
を
整
え
、
自
治
会

が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
水
谷
】
65
歳
以
上
が
人
口
比

の
50
％
を
超
え
る
自
治
会
を

「
限
界
集
落
」
と
呼
び
、
共
同

体
の
機
能
が
限
界
に
き
て
い
る

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

限
界
集
落
が
根
占
地
区
で
25
自

治
会
、
佐
多
地
区
で
31
自
治
会

あ
り
ま
す
。
こ
の
状
況
に
対
す

る
町
長
の
感
想
を
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
様
々
な
要
因
の
も
と
、

自
治
会
の
合
併
が
な
か
な
か
進

ま
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
何

と
か
出
来
な
い
も
の
か
と
、
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
水
谷
】
自
治
会
の
合
併
を
考

え
て
も
た
と
え
ば
、
限
界
集
落

た
す
限
界
集
落
は
や
は
り
限
界

集
落
な
の
で
す
。
も
う
少
し
、

行
政
が
各
自
治
会
に
出
向
き
、

様
々
な
問
題
点
や
現
状
を
お
聞

き
し
、
対
処
し
て
行
く
し
か
な

い
と
私
は
考
え
ま
す
。
最
後
に
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
や
は
り
問
題
は
、
現

場
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ

ま
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
創
生
事
業
は

１
自
治
会
ご
と
の
事
業
で
し
た

が
、
２
、３
の
自
治
会
に
よ
る

合
同
で
実
施
や
、
一
統
会
で
の

実
施
は
出
来
な
い
か
と
い
う
要

望
を
受
け
、
今
年
か
ら
、
実
施

出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
こ
の
よ
う
な
事
業
実
施

が
困
難
自
治
会
の
こ
と
を
考

え
、
一
自
治
会
あ
た
り
１
万
円

に
、
70
歳
以
上
の
自
治
会
員
１

名
あ
た
り
１
千
円
を
自
治
会
に

対
し
助
成
し
、
よ
り
自
由
度
の

高
い
事
業
実
施
の
推
進
を
図
る

考
え
で
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、

各
自
治
会
が
元
気
を
も
っ
て
、

活
性
化
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
町
も
活
性
化
し
て
い
く
の

だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

【
水
谷
】
ま
と
め
に
な
り
ま
す

が
、
是
非
と
も
自
治
会
へ
の
窓

口
は
大
き
く
開
き
、
必
要
が
あ

れ
ば
す
ぐ
に
出
向
く
体
制
を
整

え
て
頂
き
た
い
。
電
話
だ
け
で

は
、
解
決
で
き
な
い
事
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
各
自
治
会
が
ス

ム
ー
ズ
な
運
営
が
出
来
る
様
に

努
め
て
頂
き
た
い
。
最
後
に
、

く
ど
い
よ
う
で
す
が
、
ア
メ
リ

カ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
は
、
始

め
に
「
人
」
が
集
ま
り
、
そ
こ

に
副
産
物
と
し
て
仕
事
が
生
ま

れ
ま
し
た
。「
仕
事
あ
り
き
で

は
な
く
、
人
あ
り
き
」
だ
と
私

は
考
え
ま
す
。
人
材
に
い
か
に

投
資
し
、
い
か
に
人
材
を
活
用

し
て
行
く
か
が
、
こ
の
町
に

と
っ
て
最
も
重
要
な
事
だ
と
考

え
ま
す
。

・限界集落……65歳以上が人口比の 50％を占める集落。
・危機的集落…65歳以上が人口 70％を占める集落。

　○　町内の限界集落数
　　　根占地区…25自治会
　　　佐多地区…31自治会
　　　（内１１自治会が危機的集落）
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議会を傍聴してみませんか !

【
お
知
ら
せ
】

　

６
月
会
議
は
、
本
庁
議
会

議
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
一

般
質
問
等
、「
み
ん
な
の
議

会
」
で
は
見
え
な
い
議
会
が
、

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
発
行
責
任
者
】

　
　

議
長　

大
村　

明
雄

【
広
報
編
集
委
員
会
】

委 

員 

長　

水
谷　

俊
一

副
委
員
長　

川
原　

拓
郎

委　
　

員　

浪
瀬　

敦
郎

委　
　

員　

持
留　

秋
男

委　
　

員　

大
久
保　

孝
司

委　
　

員　

井
之
上　

一
弘

　　

４
月
14
日
の
夜
、
21
時
26
分
緊
急
地
震
速
報
に

続
き
、
熊
本
で
震
度
７
の
地
震
が
発
生
し
た
事

を
告
げ
る
ニ
ュ
ー
ス
速
報
が
流
れ
ま
し
た
。
私

同
様
、
こ
の
様
な
大
き
な
地
震
が
、
熊
本
で
発

生
す
る
事
な
ど
、
考
え
も
し
な
か
っ
た
人
も
多

い
は
ず
、
そ
の
後
の
報
道
で
熊
本
県
か
ら
大
分

県
に
か
け
て
、
数
多
く
の
活
断
層
が
存
在
す
る

事
を
知
り
ま
し
た
。「
身
の
周
り
に
潜
む
危
険
」、

は
た
し
て
皆
さ
ん
、
考
え
た
事
が
あ
り
ま
す
か
。

発
生
が
近
い
と
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
大
正

噴
火
な
み
の
爆
発
が
予
測
さ
れ
る
桜
島
、
近
年
、

猛
威
を
振
る
う
豪
雨
や
台
風
等
、
私
た
ち
の
周
り

に
も
数
多
く
の
危
険
は
潜
ん
で
い
ま
す
。
自
然

の
中
で
暮
ら
す
私
た
ち
は
、
も
う
少
し
、
自
然

と
向
き
あ
い
、
自
然
を
理
解
す
る
事
も
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
梅
雨
や
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
、
災
害
へ
の
備
え
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。
２

年
前
、
全
戸
に
配
布
さ
れ
た
防
災
マ
ッ
プ
は
近

く
に
あ
り
ま
す
か
。
ご
家
族
、ご
近
所
で
今
一
度
、

防
災
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
、
身
の
周
り
に
潜
む

危
険
や
身
近
な
避
難
所
な
ど
を
再
度
、
確
認
し

て
み
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
熊
本
地
震

を
教
訓
と
し
、
あ
な
た
や
家
族
を
守
る
た
め
に
、

備
え
た
い
も
の
で
す
。

　

議
会
に
対
す
る
ご
意
見
や
「
み
ん
な
の
議
会
」

を
読
ま
れ
た
ご
感
想
な
ど
を
、
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

水
谷　

俊
一

　

５
名
の
議
員
が
町
村
議
会
議
員
と
し
て
、
多

年
に
わ
た
り
地
域
の
振
興
・
発
展
に
寄
与
し
た
、

多
大
な
功
績
に
対
し
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、町
政
発
展
の
為
、よ
り
一
層
、

励
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
致
し
ま
す
。

町
村
議
会
議
員
と
し
て
25
年
以
上
在
職
し
た
者

大　

村　

明　

雄 

議
員

大
久
保　

孝　

司 

議
員

町
村
議
会
議
員
と
し
て
15
年
以
上
在
職
し
た
者

持　

留　

秋　

男 

議
員

井
之
上　

一　

弘 

議
員

川　

原　

拓　

郎 

議
員

おめでとうございます !
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